
個人情報保護に関する方針(プライバシーポリシー) 
 

一般財団法人市川市福祉公社は、個人情報を正しく扱うことが当公社の重要な責務であると認識

し、以下の方針に基づき個人情報の保護に努めることを宣言します。 

 

第１ 個人情報の定義 
個人情報とは、生存する個人に関する情報であって、当該情報に含まれる氏名、生年月日、

その他の記述等により、特定の個人を識別できるもの、又は個人識別符号が含まれるものをさ
します。 

第２ 個人情報の保護に関する法令や規律の遵守 
当公社は、個人の人格尊重の理念のもとに、関係法令を遵守し、実施するあらゆる事業にお

いて、個人情報を適正に取り扱います。 
第３ 個人情報の取得 

当公社は、利用目的をできる限り特定した上で明示し、必要な範囲において原則として適正
かつ公正な手段によって個人情報を取得します。また、要配慮個人情報は本人の同意を得た上
で取得します。 

第４ 個人情報の利用 
当公社が取得した個人情報は、取得の際に明示した利用目的若しくは、それと合理的な関連

性のある範囲内で、事業の遂行上必要な限りにおいて利用します。 
第５ 個人情報の管理 

当公社は、個人情報を正確・最新な状態に保つとともに、漏えい、滅失、き損などを防止す
るため、組織的、人的、物理的、技術的な安全管理措置を講じます。 

第６ 個人情報の第三者提供 
当公社は、あらかじめ明示した範囲及び法令等の規定に基づく場合を除いて、個人情報を事

前に本人の同意を得ることなく外部に提供しません。第三者に個人情報を提供する場合であっ
て、法令上記録作成義務が生じる場合は、これを遵守します。 

第７ 個人情報の開示・訂正・利用停止・消去 
当公社は、本人が自己の個人情報について、開示・訂正・利用停止・消去などを求める権利

を有していることを認識し、個人情報の苦情相談窓口を設置して、これらの申出があった場合
には、法令に従って速やかに対応します。 

第８ 外部委託 
当公社は、個人情報の取扱を外部に委託するときは、秘密保持にかかる契約を締結した上で、

委託先の監督を行います。 
第９ 組織・体制 

当公社は、個人情報保護体制を適切に維持するため、職員の教育・研修を徹底し、内部規則を
継続的に見直し、改善します。 

 


